
『
日
本
語
学
論
集
』
第
八
号

二
〇
一
二
年
三
月

先
行
国
書
と
三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』

の
関
係

ー

『
和

名
類
聚
抄
』

を
中
心

と

し

て
ー

藤

本

灯

は
じ
め
に

一

『色
葉
字
類
抄
』
中
の
典
拠
注
記

二

和
名
抄
の
影
響

三

展
望

は
じ
め
に

院
政
期
に
成
立
し
た

『
色
葉
字
類
抄
』
は
、
内
容
面

・
排
列
面
に

お
い
て

『
和
名
類
聚
抄
』
等
の
先
行
書
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
本
書
は
、
和
名
抄
の
よ
う
に
典
拠
を
添
え

る
方
式
を
採
ら
ず
、
単
に
語
の
読
み

・
漢
字
表
記

・
一
部
意
味
用
法

の
み
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
大
量
の
語
句

(見
出
し
語
)
を
収
録
す

る
ス
タ
イ

ル
を
持
つ
辞
書
の
一
と
言
え
る
。

さ
て
、

三
巻
本

『色
葉
字
類
抄
』
中
の
典
拠
注
記
に
つ
い
て
は
峰

岸

明

氏
も

、

「本
書

の
掲

出
語

・
掲

出
漢

字

の
中

に
は
、

時

に
そ

の
典

拠

を

し
め

す

注

記
が

散

見

す

る

」

(
中
略

)

「式

7

本

朝

式

4

孝

経

3

左

伝

2

法

華

経

2

或

書

2

月
令

1

名

列

律

1

長

恨

歌

1

百

詠

1

文

集

工

文

選

1

史

記

1

春

秋

文

1

唱

和
集

1

本

草

1

猿

楽

記

1

新

撰

万
葉
集

1

扶

桑

略

記

1

日
本

私
記

1

真

言
書

1

医

書

1

有

書

1

す

な

わ

ち

、
概

言

す

れ
ば

、

本

書

の
引

用
典

籍

は

、
漢

籍

・
国

書

に
傾

き

、

仏

典

の
引

用

は

比
較

的

少

な

い
と
言

う

こ
と

が

で
き

よ
う

」

(
中

略

)

「
し

か

し

な

が

ら
、

右

の
よ

う

に
掲

出

語

・
掲

出
漢

宇

に
典

拠
を

明

示

す

る

こ

と

、
本

書

に
あ

っ
て

は
、

実

は

き

わ

め

て
稀

な

こ
と
な

の

で
あ

る

」

と

さ
れ

て
い

る
。

[
注

1
]

し

か

し
、

何

故

右

の
書

名

だ

け

が

記
さ

れ

た

の
か
、

こ
れ

ら

の
書

物

は
書

名

の
見

え

な

い
他

の
部

分

で

も
引

用

さ

れ

て

い
る

の

か
、

こ

こ

に
示

さ

れ
な

い
古

辞
書

の
影

響

は

実
際

に

は
ど

の
程
度

あ

っ
た

の

一3一



か

(右
記
の
も
の
も
孫
引
き
で
あ
る
の
か
)、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
従
来
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
三
巻
本
字
類
抄
の
畳
字

・
重
点

・
名
字
の
各
部
収

録
語
彙
の
主
に
同
時
代
に
お
け
る
位
相
や
辞
書
内
部
の
排
列
に
つ
い

て
の
研
究
調
査
を
行

っ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
本
書
の
成
立
と
そ
れ

以
前
に
視
点
を
移
し
、
先
行
国
書
の
う
ち
特
に

『
和
名
類
聚
抄
』
と

三
巻
本
字
類
抄
の
語
彙
収
録
状
況
を
照
合
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
を

考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
[注
2
]

一

『
色
葉
字
類
抄
』
中
の
典
拠
注
記

三
巻
本

『色
葉
字
類
抄
』
内
の
全
典
拠
注
記
と
そ
れ
に
準
ず
る
計

七
〇
例
を
出
現
数
順
に
示
せ
ば
、
以
下
の
様
で
あ
る

[注
3
]。
ま
た

二
例
以
上
に
見
え
る
出
典
に
つ
い
て
は
、
「該
当
例
の
和
名
抄
に
お
け

る
掲
出
状
況
」
[注
4
]
及
び

「該
当
出
典
を
含
む
和
名
抄
項
目
の
、

字
類
抄

へ
の
引
用
状
況
」
を
本
稿
末
に
示
し
た
。
↓
出
典
考

【
式

(式

文

)
】

十

語

(↓

本

朝

式

)

①
構

同

(チ

ハ
ヤ
)
式

云
/
―

一
領

(雑

物

・
上

67
ウ

3
)

②

栗
黄

カ

チ
ク
リ

/
式
云

ー
1

一
斗

(飲
食

・
上

98
オ

7
)

③
閲

(ナ

ラ

フ
)
見
式

批

如
櫛
/

批
也

巳
上

並
也

(辞
字

・
中
黒

36
オ

8
)

④

曝

(ア

ラ

ハ
ス

・
ア
ラ

ハ
ル
)
式
文

(辞

字

・
下

37
オ

7
)

⑤

楮

同

(シ

モ
ト
)
/
式

云

馬
揚
/
埒

新
1

(植

物

・
下

69
ウ

5
)

⑥

莱
塵

シ

ヨ
ウ

チ

ン
/
式

云
身
屋

以
帛

/
浪

1
i
為

之
也

(
雑
物

・
下

75

オ

ー
)

⑦

冷
槽

ヒ
ヤ

シ
フ
ネ
/
式

云
俗
/
槽

1
ー

(雑

物

・
下

95
オ

2
)

　

りつ

⑧

萌

小
麦

-

一
斗
式
/

同

(
モ
ヤ

シ
)

(飲
食

・
下

10
オ
1

)

　

　

⑨
槎

(
モ
ム
)

七
何

反
/
式

云
1

乾

(辞

字

・
下

10
オ

7
)

⑩
清

(漬
）

菜

ス
ヽ

ヲ
リ

須

々
保
利
式

云
菁

根

/
1

1
1

ー
/

同
款

う

(飲
食

・
下

1ー
ウ

5
)

【
文

集

/

白

氏

文

集

】

五

語

(↓

長

恨
哥

)

①

排

(
ツ
ラ

ヌ
)

見
文
/

集

(辞
宇

・
中
黒

26
オ

8
)

②

支
頤

ツ
ラ

ツ

エ
ツ

ク
/
吟
苦

シ
テ
支
頤

ヲ
暁

燭

ノ
前
/
白

氏

文
集

(畳
字

・
中

黒

28
ウ

2
)

③

強

見
文
集

/

巳
上
同

(ナ

マ
シ
ヒ
)

(辞
字

・
中

黒

36
ウ

8
)

④

校

同

(ヤ
ヽ

モ
ス
レ

ハ
)
/

見
文
集

(辞

字

・
中
黒

87
オ

6
)

⑤

長

(
ア

マ
ル
)
去
声

/
文
集

(員
数

・
下

34
オ

ー
)

【
本

朝

式

】

四

語

(↓

式

(式

文

)
)

①

鮭

魚

ハ
ラ
カ

腹
赤

同
俗

用
也

/
出

本
朝

式

(動
物

・
上

22
ウ

4
)

②

行

纒

〈
テ

ン
〉

ハ
ヽ

キ
今
俗

/
編

筒
為

1
1

也

脛
巾

同
/

本
朝

式

用
之

(雑
物

・
上

26
オ

5
)

③
賢

木

同

(サ
カ

キ
)
/

本
朝
式

用
之

(植
物

・
下

43
ウ
1

)

④

袴
奴

〈
コ
ト
〉

サ

シ

ヌ
キ

ノ

ハ
/

カ

マ
/
俗

云
指

貫

差
貫

同

絹

狩
袴

本
朝
式

用

/

三
字
/

同

(サ

シ

ヌ
キ

ノ
ハ

カ

マ
)

(雑

物

・
下

47

ウ

5
)

【
或

本

】

四

語

①

丁

瘡

チ
ヤ
ウ

サ
ウ

俗
/
或
本
作
疔

(人
体

・
上

66
ウ

7
)
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②
竹
生
嶋

チ
ク
フ
シ

マ
/
生
字
或
本
用
夫
字

(諸
社

・
上
7
1ウ
1
)

③
弦
袋

ユ
ミ
ツ
ル
フ
ク
ロ

藥

同
音
記
/
或
本

弓
袋
同

(雑
物

・
下
67

ウ

6
)

④
景
行

メ

マ
キ
ス
カ
タ
/
又
ナ
サ
ケ
/
或
本
上
元
/
字
有

(畳
字

.
下
黒

60
オ
8
)

【
或

説

】

三
語

①
人
民

ニ
ン
ミ
ム
/
或
説

云
オ
ホ
ム
タ
カ
ラ

(人
倫

・
上
37
オ
5
)

②
横
巷
屋

ホ
ウ
ケ
イ
カ
イ

へ
/
或
説
用
普
/
賢
屋
三
字

云
々

(地
儀

、
上

4ー
ウ

5
)

③
廟

〈カ
ゥ
〉
同

(
ヲ
カ
)
/
或
説

(地
儀

・
上
80
オ

ー
)

【
一

(
云
)
】
三

語

①
寳
倉

ホ
ク
ラ
/
一
云
試
神
殿

(地
儀

・
上
4ー
ウ
5
)

②
裡
脱

盤
渉
調
/
一
云

散
楽

(人
事

・
中
黒
74
ウ
7
)

③
宴
飲
樂

壷
越
調
/
一
云
飲
酒
樂

(人
事

・
下
15
ウ
3
)

【孝
経
】
三
語

①
勢

同

(
ヘ
ノ

コ
)

/
見
孝
経

(人
体

・
上

50
ウ

6
〕

ミ

リ

②

曳

見
孝
経
/

巳
上
同

(カ

ム
カ

フ
)

(辞
字

・
上

m
オ

2
冒

③

推

見
孝
経

/

已
上
同

(
ユ
ツ

ル
)

(人

事

・
下

67
オ

4
)

【左
伝

】
二
語

①敬
（

イ

マ

シ

ム

)
左
傳

(
辞

字

・
上

1ー

オ

4
〕

②
注

巳
上
同

〈
ハグ
〉
造
矢
也
見
左
傳
/
又

バ
ク
以
笑
-
弓
也

(辞
字

・

上

29
オ

4
)

【
法

華

経

】

二

語

①
執

(ト
ラ

フ
)
法

華
経

/
1

(辞
字

・
上

59
ウ

7
)

　

②

唾
蝋

カ

マ
フ
/

見
法
華
経

(畳
字

・
上

1ー
オ

ー
)

【
新

撰

万
葉

集

】

二
語

①
女
倍
芝

・
同

(ヲ
ミ
ナ

ヘ
シ
)

新
撰
/
万
葉
集
用
之

(植
物

・
上
80
オ

4
)

①
蘭

落
干
反
/

フ
チ

バ
カ

マ
/

一
名
新
/
百
葉
集
用
藤
袴

(植
物

.
中
黒

ユー0
ウ

2
)

瀞
二
巻
本
世
俗

「新
撰
万
葉
」、
二
巻
本
色
葉

「新
万
葉
集
」
、
和
名
抄

「新

撰
万
葉
集
」

【
扶

桑
略

記

】

二
語

①
噛

(
ツ
ラ
ヌ
)
1
法
曹
扶
/
栞
略
記

(辞
字

・
中
黒

26
ウ
ー
)

②
刮

コ
ソ
ク
/
見
扶
栞
略
記

(辞
字

・
下
8
ウ
6
)

【
目
本

記

】

二
語

①
嗜

〈フ
〉
日
本
記
日
/
ネ
ク

(人
事

・
中
黒

30
オ
8
)

②
修

(ク
ラ
イ
又
ク

ロ
ウ

ス
)
ー
学
也
/
見
日
本
記

(辞
字

・
中
黒
77
ウ

3
)

【
史

記

】
二

語

①
佗

魚
詑
反
/
オ
ソ
ク
シ
タ
リ
/
劇

訓
乍
乾

(
人
事

・
中
黒

66
オ
2
)

②
苦

(
ユ
カ
ム
)
器
1
/
1
線
/
史
記

(辞
字

・
下
68
ウ
3
)

【
文

選

】

二
語

　

ヨ

①

鵡

同

(フ
ネ
)

/
見
文

選

(雑
物

・
中
黒

10
ウ

3
)

②

付

同

(サ

ツ
ク
)
/

見
蕊

圏

(辞
字

・
下

49
オ

6
)

【或

人

】

二

語

①
樂

キ

ラ
メ

ク
/

剥
刈

云
勉

用
之

(辞
字

・
下

60
オ

7
)

②
薪

ミ
カ

マ
キ
/
劉

云
御

1

(雑
物

・
下
黒

64
オ

2
)

【月
令

】
御

已
上

同

(
ハ

ヘ
リ
)

/
見

月
令

(辞
字

・
上

29
オ

7
)

【名
例

律

】
増

(
ヘ
ナ

ル

・
ヘ
カ
ル
)
名

例
律
/

云
1

(辞
字

・
上

52
オ

4
)
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【
猿
楽

記
】

尿

ト

リ
ト

コ
ロ

取

所
也

/

見
猿

楽

記

(人
事

・
上

56
ウ

5
)

【
或
書

】
禰

ヌ
サ

ス
フ
/

ヌ
サ

ス
ソ
/

劉

云
衣
縫

(辞
字

・
上

78
ウ

2
)

【
列

子
剛
風

カ

セ
/

フ
ウ
/

列
子

銅
鳥

(
天
象

,
上

9ー
オ

4
)

　

ヨ

【
周
公

㎞
符

(カ
ナ

フ
)
1

周

公
/

葉

(辞
掌

・
上

10
ウ

3
)

【
長
恨

寄

】

(↓

文
集

/
白

氏
文

集

)

掻

整

(カ
イ

ツ

ク

ロ
フ
)
見

長
恨

嵜

　

(辞
字

・
上

10
ウ

6
)

【孔

子
】
什

(タ

フ
ル

・
タ

フ
ス
)
孔
子

/
1
是

也

(辞

字

・
中
黒

7
ウ

3
)

【
*
】
予

ソ
ホ

ツ
/

見
胤

絹
/

玉
玉
鏡

(辞
字

・
中

黒

18
オ

6
)

【長

干
賦

岡
干

(
ツ
ク

ル
)

見
長

i
賦
/

巳
上

造
也

(辞
字

・
中
黒

26
ウ

5
)

【毛

詩

】
勢

(ネ

キ
ラ

ウ
)

1
毛
詩

(辞
字

・
中

黒

3ー
オ

5
)

【
国
史

】
宇
治

ウ

チ
/
国

則
乍

兎
道

(国

郡

・
中

黒

54
ウ

4
)

【
*

】
精

〈セ

イ
〉

(ク

ハ
シ
)

ー
古

今

(辞
字

・
中

黒

77
オ

8
)

【
*
】
卒

死

マ
ク

レ

大

外

記
儂

後
詑

(信
俊

説

)
也

主

祝
/

頭

知
康

云
ア

タ

シ

ニ

(人
体

・
中

黒

90
ウ

5
)

[
注

5
]

【百
詠

】
今

宵

コ
ヨ
ヒ
/
在

百
詠

(
天
象

・
下

ー
ウ

5
)

【格

】
金
粛

見
格

(諸
寺

・
下

13
オ

3
)

【真

言
書

】
交

見
真

言
書
/

已

上
同

(ア
サ

ウ
)

(辞
字

・
下

36
オ

3
)

【
口
本
私

記
】
坂

樹

同

(サ

カ
キ

)
/

日
本
私

記
用

之

(植

物

・
下

43
オ

7
)

【
医
書

】

人

同

(
サ
ネ
)

/

醤
書

桃

李

杏
/

等

1
也

(植

物

・
下

43
ウ

3
)

【春

秋
文

】
沫

(シ

ツ
カ

ニ
)

見
春
/

秋
文

(辞
字

・
下

77
オ

6
)

　

【
唱
和
集

】
春

根

モ
ト

ノ
メ
/

唱
和

集

(人
倫

・
下

10
オ

ー
)

【本

草

】
楼

(
モ
ム
)
儒
佳

反
/

又
奴

禾
反
/

又
乃

四
反
/

本
草

云
-
洗

(辞

　

字

・
下

10
オ

7
)

〈表

1
-1
>
出
典

名

別
出

現
回
数

出典名 出現回数
式(式文) 10

文集/白 氏文集
本朝式

5

4

或本 4

或説 3
一(云) 3

孝経 3

左伝 2

法華経 2

新撰万葉集 2

扶桑略記 2

日本記 2

史記 2

文選 2

或人 2

(以下略) 1

 

〈表
1
-2
>
出
典
名
の
字
類
抄
部
別
出
現
回
数

部 出現回数
天象 2

地儀 3

植物 6

動物 1

人倫 2

人体 3

人事 6

飲食 3

雑物 8

光彩
方角
員数 1

辞字 29

重点
畳字 3

諸社 1

諸寺 1

国郡 1

官職
姓氏
名字

〈表
1
-3
>
出
典
注
記
方
法
別
出
現
回
数

出
典
注
記
法

出
現
回
数

見 一 21
一 18

一 云 17
一 用 8
一 作

3
一 出 1
一 日 1

在 一 1
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以
上

延

べ
七

〇
例

の
内

訳

は

〈
表

1
-1

・
2

・
3
>

の
通

り

で
あ

り

、
巻

別

で

は
上

巻

二
四

例
、

中

巻

一
九
例

、

下

巻

二
七
例

で
あ

っ

た

。

部

別

で

は

圧
倒

的

に

辞
字

部

収

録

語

が
多

い
が

、

和

名
抄

の
よ

う

な

事

物

の
名
称

を

中

心

と

し

た
辞

書

か

ら

は

語
句

の
出
典

名

を

省

き
な

が

ら

採

録

し

て

い
た

こ
と

が

背
景

に
あ

る
だ

ろ
う

。

ま

た

「
見

文

選

」

の
よ

う

な

注

記
形

式

は
書

物
や

文

脈

に

よ

り

一
定

の
偏

り

が

見

ら

れ

る
も

の

の
、

必
ず

し
も

そ

の
方
針

が

完
全

に
統

一
さ

れ

て

い

る
わ
け

で
は
な

さ

そ
う

で
あ

る
。

二

和
名
抄
の
影
響

「色
葉

字

類

抄

」
と

「
和
名

類

聚
抄

」

の
比
較

調
査

に

っ
い

て
は
、

既

に

い
く

つ
か

の
ま

と

ま

っ
た

論

考

が
あ

る
。

し

か

し
、

各

氏

の
調

査
方

法

・
調

査

範

囲

は

区

々
で
あ

り

、

現
在

ま

で
に
、

全

体

と

し

て

ど

の

よ
う

な

こ
と

が

明

ら

か

に
な

っ
て

い

る

の
か

は

必
ず

し
も

明
瞭

な

形

で
我

々
に
示

さ

れ

て

い
な

い
よ

う

に
思

う

。

主
な

研
究

の
成

果

を
便

宜

的

に
ま

と

め

れ
ば

、
次
頁

〈表

2
-
1
>

の
よ

う

に
な

る
。

(原

文

の
引

用
部

分

は

「

」

で
示

し
た

。

諸
本

の
範

囲

は

論

文

に
明

記

さ

れ

た
も

の
を

示
し

た
)
。

こ

の
表

を

見

る

と
、

字

類

抄

の
中

で
も

、

限
ら

れ
た

部

(主

に
①

天
象

～
⑨

雑

物

(⑦

人
事

を

除

く
)
)

を
扱

っ
た

も

の
、

和
名

抄

の
和

訓

の
み
を

対

象

に

し

た

も

の

の
結

果

が
主

だ

っ
て
あ

り
、

字

類

抄

を

母
体
と
し
て
、
全
体
の
語
の
中
で
の
和
名
抄
語
彙

の
位
置
付
け
を
明

確
に
し
た
も
の
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
従
来
の
調
査

へ
の
補
填
作
業
の
一
環
と
し
て
、

「色
葉
字
類
抄
」

収
録
語
彙
を
母
体
と
し
た
次
の
調
査
を
行

っ
た
。

口
和
名
抄
収
録
語
彙
と
三
巻
本
字
類
抄

「⑩
光
彩
部
」
所
収
語
彙
と

の
比
較
調
査

「光
彩
部
」
は
こ
れ
ま
で
和
名
抄
と
の
共
通
語
彙
が
少
な
い
と
さ

れ
、
積
極
的
に
調
査
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
部
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
三
巻
本
字
類
抄

[注
6
]
「光
彩

〈付
繒
丹
井
繒
色
等
〉」
部
収

録
語
数
は
延
べ
二
四
〇
語
で
、
う
ち
二
字
以
上
の
熟
語
が
五
四
語
、

音
読
み
に
拠
り
収
録
さ
れ
た
語

[注
7
]
が
二
六
語

(う
ち
熟
語
が

二
四
語
)
で
あ
る
。

〈表
2
-2
>
は
、
二
四
〇
語
の
う
ち

「和
名
抄
と

一
致
す
る
」
「二

字
以
上
の
熟
語
で
あ
る
」
「音
読
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
」
の
少

な
く
と
も
い
ず
れ
か

一
要
素
を
満
た
す
計
六
三
語
に
つ
い
て
の
情
報

で
あ
る
。
和
名
抄
と
の
重
複
語
四
五
語
の
う
ち
熟
語
は
三
八
語
、
音

読
み
に
拠
る
語
は

一
八
語

(全
て
熟
語
)
で
あ

っ
た
。
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通
番
号

篇

各
篇
光/
彩各
部篇
中光
の彩

掲部
載総
順語
位数

二
字
以
上
の
熟
語

音
読
語

元^
和⑬

本⑭掲

抄類を
所 中付
在 のす

)

和
名
抄

と
の

誤

差

節
用
文
字

二
巻
本
世
俗
字
類
抄

二
巻
本
色
葉
字
類
抄

〈表2-2>
○…一致、該当するもの(字類抄諸本については、

見出し語の一致(異体字も可とする)を以て○
とし、前掲語の注文内に存するものや用字の
若干異なるものを△とした)

●…用字、和訓に若干の異同があるもの

◎…和名抄掲載語の注文内にあるもの
▼…字類抄別部所収語と対応し、光彩部との直接

的な関係が希薄であると推定されるもの
▽…その他

1 イ 8/9 ○ 一 ○
2 口 1/2 ○ ○ ⑬12オ8/11 一 0 ○
3 口 2/2 ○ O 一

4 ノ、 3/3 0 ⑭10オ2/L5
一 ○ ○

5 ト 1/1 ○ ○ ⑬12ウ10/U 一 0 ○

6 ワ 1/1 ○ ○ ○ ○ ○ 35 工 1/3 0 0 ⑬11ウ3/11 ● 一 0 ○

7 カ 33/35 ○ ⑭11オ10/15 0 0 ○ 36 工 2/3 0 0 ⑬Hウ3/11 ●◎ 響 △ o

8 カ 34/35 ○ ⑭Uオ10/15 ◎ ○ ○ 0 37 工 3/3 ○ ○ ⑬Uウ3/11 ◎ 一 ○

9 カ 35/35 ○ o ○ 38 ア 28/45 ⑭10ウ6/15
一 ○ ○

10 タ 1/2 ○ ○ 0 ○ 39 ア 29/45 ⑩1オ9/15 一 ○ ○

11 タ 2/2 0 ○ ○ ○ ○ 40 ア 30/45 ⑭11オ9/15 ▽ 一 ○ ○

12 ツ 1/5 ○ ⑭11ウ14/15 ◎ 0 0 ○ 41 ア 36/45 0 一 ○

13 ツ 2/5 ⑭11ウ14/15 ◎▽ ○ 42 ア 37/45 ○ ⑭11オ12/15 一

14 ツ 3/5 0 ⑭Hオ11/15 0 ○ 43 ア 38/45 ○ ⑭11ウ15/15
一 ○ ○

15 ツ 4/5 ○ ⑭11オ11/15 ◎ ○ 44 ア 39/45 ○ ⑭11ウ15/15 ●◎ 一 ○ 0

16 ツ 5/5 ⑭10ウ5/15 ○ ○ ○ 45 ア 40/45 0 ⑭11ウ13/15
一 0 ○

17 ム 1/2 ⑭10ウ7/15 ● 一 ○ 0 46 ア 41/45 ○ ⑭11ウ13/15 @ 一 ○

18 ム 2/2 ○ ⑭10ウ7/15 ◎ 噛 ○ 47 ア 42/45 O ⑭11ウ13/15 ◎ 一 △ ○

19 ク 1/40 ○ ⑭11オ8/15 ● 一 △ 0 48 ア 43/45 0 一 ○ ○

20 ク 31/40 ①13ウ ▼ 一 ○ ○ 49 ア 44/45 ○ ⑬12オ8/11
一 ○

2正 ク 33/40 0 一 ○ 50 キ 5/7 o ⑭10オ3/15 ◎ 一 ○ ○

22 ク 34/40 ○ ○ ⑬12オ5/11
騨 ○ 0 5L キ 6/7 0 一 △ ○

23 ク 35/40 ○ ⑭10オ4/15
一 ○ 52 キ 7/7 O 0 一 0 ○

24 ク 36/40 ○ ⑭10ウ4/15 ◎ 一 ○ 53 シ 15/18 ○ ○ ⑬Uウ2/11 ● 一 ○ ○

25 ク 38/40 ○ 一 ○ 54 シ 16/18 Q 0 ⑬12オ9/11 一 0 o

26 ク 39/40 ○ ○ ⑬Uウ2/11 ◎ } △ 55 シ 17/18 Q ○ ⑬12オ'9/U ◎ 一 ○

27 ク 40/40 ○ ○ ⑬11ウ2/11 ◎ 一 ○ 56 シ 18/正8 ○ ○ ⑮14ウ 一 ○ ○

28 ヤ 1/1 ○ ⑳2ウ ▽ 一 ○ 0 57 ヒ 14/16 0 0 ⑬12オ7/11
一 0 0

29 マ 2/2 ○ } 0 58 ヒ 15/16 Q ⑭11ウ14/15 ● 一 0 ○

30 コ 1/7 ○ 一 ○ ○ 59 モ 2/3 O 一 ○ ○

31 コ 2/7 ○ ○ ⑬12ウ11/11
一 ○ ○ 60 モ 3/3 O 一 脚 △

32 コ 3/7 ○ ○ ⑬12オ6/U 一 ○ ○ 61 セ 1/1 ○ 0 ⑬12オ4/11 商 ○

33 コ 4/7 ○ ○ 一 ○ 62 ス 1/4 ○ 0 ⑭10オ1/15
一 ○ O

34 コ 7/7 ○ ○ 一 ○ 63 ス 2/4 ○ 0 ⑬11ウ2/11 ● 一 ○

1
光

彩

2
緑

青

3
緑

杉

4
黄

櫨

5
同
黄

6
黄

土

7
黄

草

8
刈

安

草

9

火
色

10
丹

11
陶

砂

12

椿

灰

13
怜

14
鴨

頭

草

15
押

赤

草

16
橡

17
紫

18

琵

炭

19
紅

花

20

渥

21
貫

染

22
空

青

23
楯

子

24

支

子

25
黒

橡

26
光

明

丹

27
光

明
朱

28
欺
冬

29

纒
染

30
紺

31
胡
粉

32
金

青

33
紺
青

34
紅

雪

35

燕
脂

36
姻

子

37
焉
支

38
茜

39
藍

40
澱

41
青
驕

42
赤

菟

43
灰

汁

44
淋

灰

45
黄

灰

46
冬

灰

47
黎

灰

48
退
紅

49
緑
青

50
黄

蘂

51
黄

皮

52
麹

塵

53

朱
沙

54
雌

黄

55
金
液

56
朱

漆

57
白

青

58
栓

灰

59
萌
黄

60
萌

木

61
青

黛

62
蘇

枕

63
朱

沙

字

類

抄

の

「光

彩

部

」

は
、

傾

向

と

し

て
①

光

炎
②

色

彩

③

染
色

④

絵

丹

⑤

色

目

の
よ

う

な
排

列

順

序

が

あ

る
と

さ

れ

る

が

[
注

8
]
、

和

名

抄

と

の

一
致

例

は

、

こ

の
う

ち

③

④

に
当

た

る
も

の

が

主

で
あ

る
。

こ
れ

は

、

一
致

例

の

ほ

ぼ

す

べ

て
が
和

名
抄
巻
一
三

「
図
絵

具

」

か
巻

一
四

「
染
色

具

」

に
収

録
さ

れ

て

い
る

こ
と

か

ら

も
分

か
る

が
、

ま

た

和

名

抄

を

母

体

と

し

て

眺

め

て
も

、

「
図

絵
具

」

一

一
語
中

一
〇

語
、

「染
色

具

」
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一
五
語

中

一
二

語

(注

文

内

掲

出

を
含

め

れ

ば
全

語
)

が

字

類
抄

光

彩

部

で
も

立

項
さ

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。
ま

た
、
和

名
抄

で

「雌
黄

」

の
注

文
内

に
在

っ
た

「金

液

」

(
注

7
参

照
)

が
字

類
抄

で
は

「
雌
黄

シ

ワ
ウ

金
液

同

」

の
よ

う
な

連

続

項

目

と

し

て

シ
篇

に

残
さ

れ
た

ま

ま

に

な

っ
て

い

る

こ
と

も

、

和
名

抄

か

ら

の
摂

取

を

裏

付

け

る

一
要

素

と

成

り

得

る

で
あ

ろ

う
。

た
だ

し
必

ず

し

も
和

名

抄

の
排

列
が

保
存

さ

れ

て

い
な

い
こ
と

は

[
注

9
]
、
字

類

抄

の
編
纂

方

針

に

関
わ

る

問
題

と

し

て
追
考

す

る

価
値

が

あ

る
。

ま

た
、

和

名

抄

と

の

一
致

語

で
多

く

を
占

め

た
巻
一
三

・

一
四

以

外

に
巻

一
五

「
膠

漆

具

」

所

収

の

「
56
朱

漆

」
が

現

れ
た

こ
と

を
契

機

と
し

て
、

「
膠
漆

具

」
所

収

語
を

字

類
抄

に
求

め

た

と

こ
ろ
、

以

下

の
よ
う

な
結

果

と

な

っ
た
。

[
注

10
]

〈膠

漆

具

〉

(
和

名

)

字

類

抄

音

訓

・
所

在

①

膠

ニ
カ

バ

〈カ
ゥ
〉

ニ
カ

バ

ニ
雑

物
上

38
オ

6

(「ヤ

ニ
」

ヤ
植
物

中
黒

83
ウ

ー
)

②

漆
★

ウ

ル
シ

ウ

雑
物

中
黒

5ー
オ

ー

③
朱
漆

★

★

シ

ユ
シ
チ

シ
光

彩
下

75
オ

4

④

金
漆

コ
シ
ア

フ
ラ

★

コ
ム

シ
チ

コ
雑

物
下

7
オ

ー

(
「金
漆

樹

コ
シ

ア
フ

ラ
ノ

キ
/

コ
ム

シ

ツ
俗

」

コ
植
物

下

2
ウ

7
)

⑤
掃

墨

ハ
イ

ス
ミ

〈サ
ウ

〉

ハ
イ

ス
ミ

ハ
雑

物
上

27
オ

6

⑥
髪

筆

ハ
ケ

〈
シ
〉

ハ
ケ

ハ
雑

物
上

27
オ

3

⑦
錯

子

コ
ス
リ

〈サ

ク
〉

コ
ス
リ

コ
雑

物

下

7
オ

7

⑧
木

賊

ト

ク
サ

〈ソ

ク
〉
ト

ク
サ

ト
植

物
上

55
オ

ー

⑨
椋

葉

ム
ク

ノ

ハ

⑩
金

銀
薄
★

⑪
竹

刀

ア

ヲ

ヒ

エ

ア

ヲ
ヒ

エ

ア
雑
物

下

32
ウ

7

⑫
卑

ヲ
シ
カ

バ

〈ヰ
〉

ヲ
シ
カ

バ

ヲ
雑
上

82
ウ

6

⑬
革

ツ
ク
リ
カ

バ

〈カ
ク
〉

ツ
ク

リ
カ

ハ

ツ
雑
物

中

24
ウ

ー

む

(「
カ

バ

コ
ロ
モ
」
力
雑

上

10
オ

ー
、

「カ

バ
」
力
雑

上

98
ウ

6
)

⑭
蝋

★

★

ラ
フ

ラ
雑
中

黒

40
ウ

ー

右

の
よ

う

に
、

ほ
と

ん
ど

の
語

が

字

類
抄

に
収

録

さ

れ

て

い
る

こ

と

は
従

来

の
指

摘

通

り

で
あ

る
が

、
語

の
摂

取

方
法

に
注

目
す

れ
ば

、

口
和

名
抄

に
和

訓

の
な

い
語

も

訓

読

み
或

い

は
音
読

み

に
よ

つ
て

取

り

込
ま

れ

て

い
る

こ
と

口

「
金

漆

」

の

よ
う

に

和

訓

の
あ

る

語

で

も
、

字

類
抄

で
音

読

の

み

の
掲
出

で
あ

る
場
合

の
あ

る

こ
と

口
字

類

抄

と

の
重

複

語

一
二
語

中

一
〇

語
が

雑

物

部

に
採

ら
れ

て

い
る

こ
と

口
た

だ

し
、

和
名

抄

出
典

語
彙

の
連

続

掲

出

は
見

ら

れ
な

い
こ
と

(④
⑦

・
⑤
⑥

所

在

参
照

)

の
よ

う
な

事
象

に

つ
い
て

の
指

摘

を
加

え

る

こ
と

が

出
来

る
だ

ろ

う
。

な

お
、

和

名

の
あ

る

「
椋

葉

」
が

宇

類

抄

に
掲

載

の
な

い

こ
と

は
、

村

田
氏

(
一ゆ
。。
P
)

に
も

言

及
が

あ

る

よ

う

に
、

色

葉

字

類
抄

が

、

複

合

和

語

を

最

小

単

位

に
分

割

し

て
収

録

す

る
方

針

が

あ

っ
た

た
め

と

想
像

さ

れ

る
。

[
注

11
]

ま
た

、

こ
れ

ら

と

は
別

に
、

三
巻

本

字

類
抄

に

「
和

名

i

」
形

式

の
注

記
が

次

の
三

例

(
A
～

C
)

見

つ
か

っ
た

[
注

12
]
。

「
和
名

」
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は
和
名
抄
か
ら
の
引
用
を
窺
わ
せ
る
が
、
和
名
抄
の
用
字
や
和
名
掛

踏
襲

し

て

い
る
わ

け

で

は
な

い
。

ABC

櫟
禄

〈レ
キ
キ
ウ
〉
イ
チ
ヒ
ノ
カ
サ
/
和
名
云
/
イ
チ
ヒ

ノ
サ
ネ

(植
物

・
上
4
オ
3
)

和
名
抄
圖
⑰
12
オ

菓
罧
部

・
菓
具

…櫟
禄

爾
雅
云
櫟
其
実
株

〈音
求
和
名
以
知
比
乃
加
佐
〉

孫
炎
日
菓
之
自
褻
者
也

馬
臓

〈

サ
ツ
〉
ム

マ
ク
シ
/
和
名
ム
マ
ハ
タ
ケ

(雑
物

・
中
黒
44
オ
7
)

和
名
抄
圖
⑮
4
ウ

調
度
部

・
鞍
馬
具

馬
刷

漢
語
抄
云
馬
刷

〈干
麻
波
太
氣
下
所
劣
反
〉

舷

〈ク
ワ
ン
〉
フ
ナ
タ
ナ
/
和
名
フ
ナ

ハ
タ

(雑
物

・
中

黒
03
ウ
4
)

和
名
抄
㎜凹
⑪
4
オ

舷
部

・
舟
具

柑

野
王
案
柑

〈音
曳
字
亦
作
捜
穐
名
不
奈
太
那
〉
大

船
労
板
也

さ
て
、
本
章
で
は
わ
ず
か
に

・
和
名

抄
巻

=

二

「図

絵

具

」
・
巻

一
四

「染

色

具

」
↓

字

類
抄

「
光

彩

部
」

へ

・
和
名

抄
巻

一
五

一
膠
漆

具

」
↓
字

類

抄

「雑

物
部

」

へ

と

の
傾

向
を

示

し
得

た

に
す

ぎ
な

い
が

、

そ

の
調

査

過

程

で

は
、

先

行
研

究

に
加

え

る

べ
き
次

の
視

点

を
得

た
.

口
字
類
抄
中
で
和
名
や

「物
の
名
」
の
少
な
い
と
さ
れ
る
部
に
つ

い
て
も
、
特
に
熟
語
を
中
心
に
再
度
比
較
調
査
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と

口
見
出
し
語

(漢
字
表
記
)
の

一
致
の
み
で
な
く
、
和
名
抄

の
注

文
内
に

二

名
1
」
「漢
語
抄
云
ー
」
と
あ
る
語
に
つ
い
て
も
、

比
較
調
査
の
対
象
と
す
べ
き
こ
と

ロ
和
名
抄
に
和
訓
の
な
い
項
目
の
字
類
抄

へ
の
摂
取
状
況
に
つ
い

て
も
調
査
す
べ
き
こ
と

口
和
名
抄
に
和
訓
が
あ
る
項
目
が
字
類
抄
で
音
読
掲
出
の
み
の
場

合
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
こ
と

口
和
名
抄
中
の
「類
」
「具
」
な
ど
の
ま
と
ま
り
が
、
字
類
抄
の
「部
」

等
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
排
列

(必
ず

し
も
和
名
抄
の
排
列
が
保
存
さ
れ
な
い
こ
と
)
に
つ
い
て
も
再

考
す
べ
き
こ
と

口
見
出
し
語

(漢
字
表
記
)
が

一
致
し
て
い
て
も
注
文
が
異
な
る

場
合
、
和
名
抄
を
典
拠
と
す
る

[
致
項
目
と
す
べ
き
か
再
考
す

べ
き
こ
と

[注
13
]

ま
た
、
和
名
抄

・
字
類
抄
の
比
較
研
究
に
お
い
て
両
書
の
諸
本
に

つ
い
て
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ

れ
も
右
の
課
題
に
基
づ
く
調
査
の
進
展
に
よ

っ
て
更
に
明
ら
か
に
な
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る
も

の
と
期

待

さ

れ

る
。

三

展
望

本
稿
で
は
、
三
巻
本

『色
葉
字
類
抄
』
に
つ
い
て
、
出
典
名
が

一

例
も
見
ら
れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
従
来
密
接
な
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ

て
き
た
和
名
抄
か
ら
の
引
用
態
度
を
中
心
に
扱

っ
て
き
た
が
、
こ
こ

で
は
前
章
の
結
論
を
い
ち
い
ち
繰
り
返
さ
な
い
。

先
行
研
究
で
は
他
に
、
本
草
書

[注
14
]
・
漢
詩
文

・
古
記
録

・
古

往
来

・
訓
点
資
料

・
和
漢
混
溝
文
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
語

彙
と
の
関
連
、
ま
た
部
単
位
で
は
姓
氏
部

・
名
字
部
と

『
掌
中
歴
』、

字
類
抄
部
立
に
つ
い
て
は
天
理
図
書
館
蔵

『
平
安
韻
字
集
』
と
の
関

連
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
行
古
辞
書
で
は
三
宅
ち
ぐ
さ
氏
に
よ
る

『新
撰
字
鏡
』
と
の
比
較
調
査
が
あ
る

[注
15
]。
し
か
し
例
え
ば
漢

詩
文

・
古
記
録

・
古
往
来
語
彙
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
特
有
の
語
が

字
類
抄
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
も
の
の
、

字
類
抄
編
纂

の
材
料
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
特
定
の
書
物
に
つ
い
て
の

指
摘
は
少
な
く
、
実
際
に
は
こ
の
同
定
は
非
常
に
難
し
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る

[注
16
]。
そ
れ
は
無
論
、
字
書
や
本
草
書
の
よ
う
に
注
記

や
排
列
を
含

め
て
検
討
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
書
物
特
有
の
語
で
あ
る
と
立
証
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
以
上
、

「位
相
や
素
地
の
共
通
性
」
の
指
摘
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
韻
文
や
散
文
か
ら
語
を
採
録
す
る
場
合
、
字
類
抄
が

そ
の
使
用
語
を
逐

一
採
用
し
た
保
証
は
な
く
、
数
語
し
か

　
致
し
な

く
と
も
参
考
資
料
で
な
か
っ
た
証
拠
と
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
色
葉
字
類
抄
に
収
録
さ
れ
た
語
彙
の
性
質

を
考
え
る
に
当
た
り
、
独
自
性
の
大
き
い
畳
字
部
の
熟
語
や
辞
字
部

の

一
訓
多
字
と
共
に
、
「天
象
」
以
下

「事
物
の
名
」

の
部
や
先
行
書

か
ら
の
引
用
と
い
う
点
に

つ
い
て
も
未
だ
調
査
課
題
が
多

い
と
い
う

こ
と
は
、
本
稿
で
示
し
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
字
類
抄
編
者
の
新
た

に
採
用
し
た
語
の
位
相
の
み
な
ら
ず
、
先
行
書
か
ら

の
取
捨
選
択

・

再
排
列
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
目
指
し
た
辞
書

像
が
浮
き
彫
り
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
そ
の
像
の
敷

衛
に
よ
り
、
前
述
の
調
査
上
の
難
点
が
補
わ
れ
る
こ
と
も
大
い
に
期

待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
稿
で
行

っ
た
よ
う
な
和

名
抄
と
の
再
比
較
調
査
や
、
今
回
対
象
と
し
な
か
っ
た
他
の
書
物
に

つ
い
て
の
同
様
の
検
討
も
有
意
義
な
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
末
に
掲
げ
た

「出
典
考
」
に
よ
り
本
稿
の
内
容
の

補
強
さ
れ
た
点
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
は
じ
め
に
」
で

述
べ
た
通
り
、
『色
葉
字
類
抄
』
は
原
則
と
し
て
語
の
出
典
を
示
さ
な

い
ス
タ
イ
ル
を
持

つ
辞
書
で
あ
る
。
和
名
抄
の
大
部
分
の
見
出
し
語

を
取
り
入
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
文
に
存
在
し
た
出
典
注
記
の
殆

ど
は
採
録
過
程
で
削
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
継
承
す

る
こ
と
は
稀
で

あ
る
。

一
方
で
字
類
抄
に
示
さ
れ
た
出
典
注
記
は
必
ず
し
も
和
名
抄

の
孫
引
き
の
み
な
ら
ず
、
編
者
当
人
の
知
識
或
い
は
別
書
に
拠
り
補
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わ
れ
た
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
調
査
で
明
ら

か
に
な

っ
た
。
字
類
抄
編
者
が
必
ず
し
も

「出
典
注
記
」
と
い
う

一

つ
の
形
式
自
体
を
全
面
的
に
排
除
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合

(㎜
圓
馴
圃
に
お
け
る

「新
撰
万
葉
集
」
の

例
等
)

に
最
小
限
こ
れ
を
残
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
出
典
注
記
の
最
も
多
か
っ
た

「式
」
字
類
抄
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
別
稿
に
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

出
典
考

【式
】

別
稿
参
照
。

【文
集
/
白
氏
文
集
】

漢
籍

の
中
で
は
最
も
多
い
書
名
表
示
で
あ
る

(た
だ
し
②
を
始
め

と
し
て
黒
川
本
独
自
の
注
で
あ
る
疑
い
も
残
る
)。
部
別
で
は
辞
字
3
、

畳
字

1
、
員
数
1
で
、
実
字
は
な
く
、
①
～
⑤
と
も
に
薪
撰
宇
鏡

・

和
名
抄

・
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
掲
載
が
な
い
。
和
名
抄
中
の

「文

集
」
「白
氏
詩
」
引
用
項
目
を
字
類
抄
と
照
合
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ

り
、
「具
」
注
記
で
和
名
抄
に
拠
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る

一
方
で
、
「文

集
」
の
書
名
は
引
か
な
い
。
字
類
抄
中
の
文
集
に
つ
い
て
は
船
城
氏

(
2
0
0
7
・
2
0
0
9

)
に
御
論
稿
が
あ
る
。

「雁
歯

白
氏
文
集
云
鴨
頭
新
縁
水
雁
歯
小
紅
橋
」
(団
⑩
19
ウ
居
塵
部

・

道
路
具
)
↓

「騰
歯

カ
ン
シ
/
槁
具
也
」
(地
儀

・
上

92
オ
2
)
、
「補
裳

〈裕
帯
附
〉

繹
名
云
上
目
裾

〈唐
韻
云
音
與
群
同
字
亦
作
襲
〉
下
日
裳

〈音
常
和
名
毛
〉
白
氏
文
集
云
青
羅
裾
帯

〈裕
帯
此
間
云
如
字
〉
」
(囲
⑫

20
ウ
装
束
部

・
冠
帽
具
)
↓

「裕
響

ク
ン
タ
イ
/
装
束
具
」
(雑
物

.
中

黒
76
オ
5
)
、
「白
犀
響

白
氏
詩
云
通
天
白
犀
　帯
照
地
紫
麟
抱
」
(団

⑫
24

ウ
装
束
部

・
奮
帯
類
)
↓
な
し
、
「書
櫃

白
氏
文
集
云
破
柏
作
書
櫃

〈和

名
布
美
比
都
〉
」
(団
⑬

10
ウ
調
度
部

・
文
書
具
)
↓

「書
櫃

〈
シ
ヨ
ク

ヨ

ヰ
〉

フ
ミ
ヒ
ツ
」
(雑
物

・
中
黒

10
ウ

7
)
、
「紫
陽
花

白
氏
文
集
律
詩
云

紫
陽
花

〈和
名
安
豆
佐
為
〉
」
(団

⑳
3
オ
草
木
部

・
草
類
)
↓

「紫
陽
花

〈
シ
ヤ
ウ
〉
ア
ツ
サ
ヰ
」
(植
物

・
下
26
ウ

ー
)

【
本
朝

式

】

別

稿
参

照
。

【
或

本

】

①

和
名
抄
団
③
24
ウ

形
艘
部

・
瘡
類

「忍

千
金
方
云
治
丁
瘡
方
云
丁

く或
本
丁
作
庁
未
詳
ご

③
和
名
抄
団
⑬
16
オ

調
度
部

・
弓
劔
具

「
弓
袋

説
文
云
態

〈音
帳
和
名

由
美
布
久
呂
〉
弓
衣
也
唐
式
云
弓
袋
」
「弦
袋

唐
式

云
諸
府
衛
士
弦
袋

〈由
美
都
流
布
久
路
〉

で
あ
る
が
、
」

②
④

は
和

名

抄

に

見
え

な

い
。

和

名
抄

中

の

「
或
本

」

は
①

の
例

の
み

で
あ

る
が

、
字

類

抄

は

こ
れ
を

引

く
。

【
或
説

】

①
和
名
抄
圖

②
10
ウ

人
倫
部

・
微
賎
類

『禽

日
本
紀
云
人
民

〈和
名

比
止
久
佐
〉

一
云

〈於
保
太
加
良
〉
」
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,

③
和
名
抄
団
①
6
ウ

地
部

・
山
谷
類

「岡

丘
也
正
作
醐
」

①

は
和

名

抄

の

「
一
云
」

を

「或

説

」

に
変
換

し
た

も

の
と

も
考

え

ら

れ

る
が

、
二

(
云
)
」
「或

本

」

「或

人

」
「或

書

」
ま
た

「
正
」

「
俗

」

と

の
比

較

に

お
け

る
使

い
分

け

の
有

無

も

現
段

階

で
は

不

明

で
あ

る
。

和

名
抄

の
中

の

「或

説
」

は

「或

説

云

…

(
也
)
」

の
形

で

語
義

等

を

説

明

す

る

こ

と
が

多

い
よ

う

で
あ

る
が

、

文
集

の
例

と

同

様

、

「或

説

」

の
形

式
が

字

類
抄

に
引

か
れ

る
例

は
な

い
。

【
一

(
云
ご

①
和
名
抄
団
⑬
8
ウ

調
度
部

・
祭
祀
具

「闘
創

漢
語
砂
云
劃
創

〈倒

州

劇
〉

一
云
神
殿
」

②
和
名
抄
団

④

17
オ

音
樂
部

・
曲
調
類

「鎖

調
曲

(略
)
劔
気
翻
洲

へ揮
脱

=
瓜
散
樂
〉
(略
ご

③
和
名
抄
団
④

14
ウ

音
樂
部

・
曲
調
類

「壱
越
調
曲

(略
)
宴
飲
樂

〈」「

云
飲
酒
樂
〉
(略
こ

い
ず

れ

も
和

名

抄

を

引

い
た

も

の
と

考

え

ら
れ

る
。

た
だ

し
和

名

抄

中

に

は

「
一
云
」

の
形

式

が
数

多

く

用

い
ら

れ

る

が

、
字

類

抄

に

継

承
さ

れ

た

も

の
は
本

三

例

の

み

で
あ

る
。

【
孝

経

】

①
和
名
抄
固

③
16
オ

形
髄
部

・
董
垂
類

「劇

食
療
纒
云
食
蓼

及
生
魚

或
令
陰
核
疹

〈陰
核
俗
云
篇
乃
古
〉
刑
徳
教
云
丈
夫
淫
齪
割
其
勢

〈勢
者

則
陰
核
也
〉」

名

詞

の
み

和

名
抄

に
見

え

る

。

和

名
抄

中

の

「孝

経

」

は

「孝

経

序

」

も

含

め

て
二
例

で
、

左

の
様

で

あ

る
が

、

注

記
形

式

・
内
容

は

字

類
抄

に

継
承

さ

れ
な

い
。

「弟
子

孝
経
序
云
門
徒
三
千
人
又
云
貫
首
弟
子
」
(田
①
96
オ
人
倫
部

・

男
女
類
)
↓

「弟
子

テ
シ
」
(人
倫

・
下
19
ウ

3
)
、
「
父
母

孝
経
云
身

膿
髪
膚
受
干
父
母
父

〈加
曽
〉
母

〈伊
呂
波
〉
俗
云
父

〈和
名
知

々
〉
母

く波

々
V
爾
雅
云
父
為
考

〈好
反
〉
母
為
批

〈田
履
反
〉
集
注
舎
人
日
生

構

父
母
死
時
構
考
批

=
瓜
恵
公
者
何
隠
之
考
也
仲
子
者
何
桓
之
母
也
明
非

死
生
之
異
禰
夷

=
万
阿
耶

〈知
々
〉
阿
嬬

〈波

々
〉
」
(固
②

14
オ

親
戚

　

類

・
父
母
類
)
↓

「父
母

人
倫
部
/
1
ー
分
」
(畳
字

・
中
黒

10
オ

5
)

【
左
伝

】

和

名
抄

中

の

「左

伝
」

は
左

の

一
例

の
み

で
あ

る

(
「左

伝

注

」

は

五
例

)
。
字

類

抄

は
出

典

名
を

引

か
な

い
。

「食
指

左
傳

云
食
指

〈楊
氏
漢
語
抄

云
頭
指
比
止
佐
之
乃
指
〉
第
二
指

也
」
(団
③
13
オ
形
髄
部

・
手
足
類
)
↓

「食
指

〈
シ
ヨ
ク
〉

ヒ
ト
サ
シ

ノ

ユ
ヒ
」
(人
体

・
下
93
オ
ー
)

【
法

華
経

】

和
名

抄

中

の

「法

華

経

」

は
左

の
三

例

で
あ

り
、

字

類

抄

の
注

記

と

は

一
致

し
な

い
。

三
巻

本

字

類
抄

出

典

注

記

の
う

ち

仏

書

が

「法

華
経

」

と

「
真

言

書

」

の

み

で
あ

る

こ
と

は

峰

岸

氏

(
一〇
象

)

も
指

摘
さ

れ

て
い
る

。

「舎
利

法
華
経
云
以
佛
舎
利
起
七
寳
塔
」
(団

⑬
ー
ウ
調
度
部

・
佛
塔
具
)

↓
な
し
、

「笙
後

法
華
経
云
起
七
寳
塔
懸
諸
幡
蓋

又
云
籍
笛
笙
筏
種
々
憐

戯
以
妙
音
聲
歌
唄
讃
頒

〈笙
後
二
音
俗
云
空
古
〉
」
(団
⑬

2
オ
調
度
部

・

佛
塔
具
)
↓

「箋
後

〈ク
ウ

コ
〉
ク
コ
」
/
佛
塔
具
/
又
樂
器
也
」
(雑
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,

物

・
中
黒

76
オ
3
)
『笹
後

コ
ウ

＼
＼
俗
/
音
樂
具
」
(雑
物

・
下
6
ウ

4
)
、
「僧
坊

法
華
脛
云
起
塔
寺
及
造
僧
坊
他
経
等
或
云
僧
房
供
養
衆
僧

其
徳
最
勝
無
量
無
邊
」
(圖

⑬
2
ウ
調
度
部

・
佛
塔
具
)
↓

「僧
房

ソ
ウ

ハ
ゥ
/
又
坊
」
(地
儀

・
中
黒
15
ウ

4
)

【新

撰

万
葉
集

】

①
和
名
抄
而凹
⑳
2
オ

草
木
部

・
草
類

「女
郎
花

新
撰
萬
葉
集
云
女
郎
花

倭
歌
云
女
倍
芝

〈乎
美
那
閉
之
今
案
花
如
蒸
粟
也
所
出
未
詳
〉
」

②
和
名
抄
団

⑳
ー
ウ

草
木
部

・
草
類

「劇

兼
名
苑
云
蘭

一
名
惹

く關
恵

二
音
和
名
本
草
云
布
知
波
賀
萬
新
撰
萬
葉
集
別
用
藤
袴
二
字
〉」

こ
れ

ら

は
字

類

抄

の
注

記

と

も

一
致

し

て
お

り
、

和

名
抄

を
引

い

た

傍

証
と

な

ろ
う

。
和

名
抄

中

の

「新

撰

万
葉
集

」

ほ
か
五

例

(左

)

を

見

る
と
、

和
名

抄

に

「
新

撰

万
葉

集

云
」
等

と

し

て
示

さ

れ
た

項

目
や

字

体

は
、

見
出

し
語

で
あ

る

か
如

何

に

関
わ

ら

ず

、

全

て
字

類

抄

に
収

録
さ

れ

て

い

る

こ
と

が

分

か

る
。

字

類
抄

編

者

が

「新

撰

万

葉

集

」

を
重

要
な

資

料

と
位

置

付
け

て
い
た

こ
と
が

窺
わ

れ

る
。

「蚊
火

新
撰
萬
葉
集
歌
云
蚊
遣
火

〈加
夜
利
比
今
案

一
云
蚊
火
所
出
未

詳
但
俗
説
蚊
遇
煙
即
去
価
夏
日
庭
中
黒
火
放
煙
故
以
名
之
蚊
見
虫
弩
部
〉」

(圖

⑫
12
オ
燈
火
部

・
燈
火
類
)
↓

「蚊
遣
火

カ
ヤ
リ
ヒ
」
(雑
物

・
上

む10
オ
3
)
、

「維
箏

説
文
云
箏

〈芳
無
反
與
敷
同
〉
縫
綜
管
也
漢
語
紗
云

〈久
太
〉
辮
色
立
成
云
管
子

〈和
名
同
上
〉
新
撰
萬
葉
集
亦
用
之
」
(団
⑭

12
ウ
調
度
部

・
織
機
具
)
↓

「維
箪
」

〈フ
〉
在
停
言
/
ク
タ
/
ク
タ
カ
フ

ル

管
子

同
」
(雑
物

・
中
黒
76
オ
4
)
、
「鋳

唐
韻
云
鋳

く音
斯
和
名

賀
奈
辮
色
立
成
用
曲
刀
二
字
新
撰
萬
葉
集
用
鉋
字
今
案
鉋
字

所
出
未
詳
但

唐
韻
有
鉋
視
遮
反

一
音
夷
短
矛
名
也
可
為
工
具
之
義
未
詳
〉
平
木
器
也
繹

名
云
針
有
高
下
之
跡
鋳
以
此
平
其
上
也
」
(圖
⑮
珍
ウ
調
度
部

・
工
匠
具
)

↓

「鋳

〈
シ
〉
カ
ナ

鑓

同
/
俗
用
之

曲
刀

同
」

(雑
物

・
上
99

ウ
5
)
、
「鹿
鳴
草

爾
雅
集
注
云
萩

一
名
薫

〈萩
音
秋

一
音
焦
薫
音
宵
和

名
波
木
今
案
牧
名
用
萩
字
萩
倉
是
也
辮
色
立
成
新
撰
萬
葉
集
等
用
苧
字
唐

韻
芋
音
胡
誤
反
草
名
也
國
史
用
芳
宜
草
三
字
楊
氏
漢

語
抄
又
用
鹿
鳴
草
三

字
並
本
文
未
詳
〉
」

(団
⑳
2
ウ
草
木
部

・
草
類
)
↓

「
萩

〈
シ
ウ
〉

ハ

キ

鹿
鳴
草

〈
ロ
ク
メ
イ
〉
同

薫

〈
セ
ウ
〉
同

學

同
/
芋
異

本

棊

同

義

同
」
(植
物

・
上

20
ウ
7
)
、
「薄

爾
雅
云
草
聚
生
日

薄

〈新
撰
萬
葉
集
和
歌
云
花
薄
波
奈
須
々
米
今
案
即
厚
薄
之
薄
字
也
見
玉

篇
〉
辮
色
立
成
云
芋

〈和
名
上
向
今
案
芋
音
千
草
盛
也
見
唐
韻
〉
」
(団
⑳

3
オ
草
木
部

・
草
類
)
↓

「花
薄

〈
バ
ク
〉

ハ
ナ

ス
＼
キ
」
(植
物

・
上

2ー
オ
ー
)

【扶

桑

略
記

】

和

名
抄

成

立

以

後

の
国
書

で
あ

る

た

め
、

字

類
抄

が

独

自

に

採
録

し

た

か
、
別

の
書

に
拠

る
も

の
で
あ

る
。

『
訓
点

語
彙

集
成

』

に

拠
れ

ば

、

三
教

指

帰

注

集

長

承

三
年

(
1
1
3
4
)

点
、

三
教

指

帰

久

寿

二
年

(
1
1
5
5
)

点

に

「歯

ツ
ラ

ナ

ラ

ム
」

の
訓

が

あ

る
。

三

教

指

帰

原

文

は

「
不
自

街

以
歯

椀

棘

(自

ら

街

は
ず

し

て
椀

棘

に
歯

(
つ
ら

な

)

る
)
」

(巻

上

・
大

系
九

九
頁

)
。

【
日
本

記

】

(
日
本
紀

)

和

名

抄
巻

一
中

の

「
日
本

紀

」

は

左

の
六
例

で
あ

る
。

字

類

抄

天

象

部

ま
た

地
儀

部

に
引

か

れ

て

い
る
が

、

「
日
本

紀

」
注

記

は
継

承
さ
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れ

な

い
。

な

お

関
連

す

る
字

類
抄

出

典
書

名

に

は

「
日
本

私

記

」

「
国

史

」

も
あ

る
。

「陽
烏

歴
天
地
脛
云
日
中
有
三
足
烏
赤
色
今
案
文
選
謂
之
陽
烏
日
本
紀

謂
之
頭
八
腿
鳥
田
氏
私
記
云

(夜
太
加
良
須
ご

(団

①
ー
オ
天
部

・
景

宿
類
)
↓

「陽
烏

〈
ヤ
ゥ
ソ
〉
ヤ
カ
タ
ア
ラ
ス

(
マ
マ
〉

頭
八
腿
烏

同
」
(天
象

・
中
黒

貌
ウ
2
)
、
「沫
雪

日
本
紀
云
沫
雪

〈阿
和
由
岐
〉

其
弱
如
水
沫
」

(団
①

5
ウ
天
部

・
風
雪
類
)
「沫
雪

ア

ハ
ユ
キ
」
↓

(天
象

・
下

24
ウ
ー
)
、

「磐

陸
詞
云
磐
大
石
也
音
盤
和
名

〈
以
波
〉

日
本
紀
云
千
人
可
引
磐
石

〈和
名
知
比
木
乃
以
之
〉
」
(団
①

8
ウ
地
部

・
巌
石
類
)
↓

「磐

イ

ハ

大
石
也
/
山
宕

之
安
者
也
」
(地
儀

・
上

2
ウ
5
)
、
「暎

玉
篇
呼
旦
反
耕
褒
地
也
唐
韻
嘆
耕
田
瀧
日
本
紀
師
説

〈八

太
介
〉
」

(而凹
①

12
オ
地
部

・
田
園
類
)
↓

「畠

〈
バ
ク
〉

ハ
タ
ケ
/

白
田
二
字
也
/
作

一
字
詑
也

瀧

同

陸
田

同
」
(
地
儀

・
上

20
オ

7
)、

「妙
美
井

日
本
紀

云
妙
美
井

〈之
三
豆
〉
」
(闇
}①

15
オ
水
部

・

水
泉
類
)
↓

「
「妙

美
井

シ
ミ
ツ
」

(地
儀

・
下
黒

67
ウ
8
)
、

「涙
渤

冥
勃
一,一音

〈和
名
於
保
岐
宇
三
〉
見
日
本
紀
也
」
(団
①

16
ウ
水
部

・

河
海
類
)
↓

「
涙
激

オ
ホ
ウ
ミ
/
冥
教
/
オ
ホ
キ
ウ
ミ
」
(地
儀

・
中

黒
62
ウ
7
)

【史

記
】

『
假
名

遣

及

假
名

字
艦

沿

革
史

料

』

(大
矢

透

)

に
拠

れ
ば

、
史

記

抄

文

現
九

年

(
憲
刈
刈
)
点

に

「不

〈ア

ラ

ス
〉
苦

〈
ユ
カ

ミ

〉
森

〈
イ

シ

マ
〉
」
、
史

記
永

正

八
年

(
一い
一
一
)
点

に

「
不
苦

〈
ユ
カ

ミ
〉
練

〈
イ

シ

マ
ア
ラ
〉
」

の
訓
が

あ

る
。

和
名

抄

の
中

の

「史

記

」
は

次

の

一
〇

例

で
あ

る
。

字

類

抄

が

和
名

抄

の
見

出

し
語

や

注

文

を
引

く

も

の
が

多

い
が

、

「
史

記
」

の
名

は
残

ら
な

い
。

「暴
風

則
詞

云
暴
風
雷
雨
漢
妙
云

〈八
夜
知

又
乃
和
木
乃
加
世
〉
」
(団

①

5
オ
天
部

・
風
雪
類
)
↓

「暴
風

〈ホ
ウ
〉

ハ
ヤ
チ
/

又
ノ
ワ
キ
」

(
天
象

・
上

20
オ
2
)、
「
相
工

史
記
云
長
安
中
有
相
工
田
文
者
相
工

俗
云
相
人
相
音

〈去
声
〉
丙
丞
相
卑
丞
相
魏
丞
相
微
賎
時
會
於
客
宇
田
文

日
此
君
皆
丞
相
也
其
後
三
人
寛
為
丞
相
也
」
(団
②

8
ウ
人
倫
部

・
工
商

類
)
↓

「相
工

〈
シ
ヤ
ウ
〉
サ
ウ

コ
ウ
/
相
人
也
」
(人
倫

・
下

44
ウ

5
)
、
「縦
理

劇
.訓
云
縦
理

〈如
字
入
縦
理

口
餓
死
之
相
也
〉
」
(団
③

5
ウ
形
膣
部

・
鼻

口
類
)
↓

「縦
理

〈シ
ヤ
ウ
リ
〉
タ

、
シ

バ
/
1
1

入

口
餓
/
死
相
也
」

(人
体

・
中
黒
3
オ
5
)
、
「坑

史
記
云
絶
充
而
死

〈充
音
胡
郎
反
又
去
声
亦
唐
韻
從
口
作
坑
訓
上
同
俗
云
乃
無
止
布
江
〉
」

(団
③

6
オ
形
醗
部

・
鼻
口
類
)
↓

「坑

〈カ
ゥ
〉

フ
エ

胡
郎
下
浪

　

二
反
/
鳥
喉
也
」
(動
物

・
中
黒

10
オ

ー
)
「坑

ノ
ム
ト

フ
エ
下
浪
也

/
鳥
喉
也
」
(動
物

・
中
黒

58
ウ

7
)
、
「揮

方
言
注
云
袴
而
無
跨
謂
之

揮

〈音
昆
和
名
須
萬
之
毛
能

欄
云
知
比
佐
岐
毛
乃
〉
史
記
云
司
馬
相
如
著

横
鼻
揮
卑
昭
日
今
三
尺
布
作
之
形
如
牛
鼻
者
也
唐
韻
云
松

〈職
容
反
與
金

同
楊
氏
漢
語
抄
云
松
子
毛
乃
之
太
乃
太
不
佐
岐

一
云
水
子
〉
小
揮
也
」
(団

⑫

22
オ
装
束
部

・
衣
服
類
)
↓

「樟

〈
コ
ン
〉
ス
マ
シ
モ
ノ
/
又
チ
ヰ

ごり

　

サ

キ

モ
ノ
」

(雑
物

・
下

1ー
オ

6
)
、
「偶
人

史

記

云
土
偶

人
木

偶
人

〈
偶

音

五

狗

反
俗

云
人
形

〉

野
王
案

凡

削
物

為
人

像
皆

日
偶
人

也

」

(団

⑬

7

オ
調
度

部

・
祭
祀

具
)
↓

「偶

人

〈
コ
ウ
〉

ヒ
ト

カ
タ

/
土

i
I
木

/

ー
1

木
也

」
(人
倫

・
下

92
ウ

5
)
、
「姐

史

記

人
為

刀
組
我
為

魚
肉

く
組

一16一



音
阻
和
名
末
奈
以
太
〉
開
元
式
云
食
刀
切
机
各

一
今
案
切
机
即
姐
也
」
(圖

⑭

7
ウ
認
度
部

・
厨
膳
具
)
↓

「狙

マ
ナ
イ
タ
/
音
祖

切
机

同
」

(雑
物

・
中
黒
92
オ

ー
)
、
「机

〈牙
脚
附
〉

唐
韻
云
机

〈音
與
几
同

和
名
都
久
恵
〉
案
驕
也
史
記
云
持
案
進
食

〈案
音
與
按
同
〉
唐
式
云
行
床

牙
脚

〈今
案
行
床
者
食
床
属
也
牙
脚
者
今
所
謂
牙
像
脚
也
〉
」
(固
⑯

5

オ
器
皿
部

・
木
器
類
)
↓

「机

〈キ
〉
案
属
也

案

同
」

(雑
物

・

中
黒
24
オ
7
)、

「筥

方
言
注
云
籍
形
小
而
高
者
江
東
呼
為
篤

〈呼
撃
反

漢
語
抄

云
阿
自
賀
〉
今
案

又
用
箕
字
見
則

調
」

(圖
⑯

9
オ
器
皿
部

・
竹

器
類
)
↓

「篤

〈ケ
キ
〉
ア
シ
カ
」
(雑
物

・
下
32
ウ
5
)
、
「強
飯

史
記
云
廉
頗
強
飯
斗
酒
食
肉
十
斤

〈飯
音
符
萬
反
亦
作
餅
餅
強
飯
和
名
古

八
伊
比
〉
」

(団

⑯
B
オ
飲
食
部

・
飯
餅
類
)
↓

「強
飯

〈キ
ヤ
ゥ

ハ

ン
〉

コ
ハ
イ
ヒ
/
飯
字
亦
作
餅
」
(飲
食

・
下
6
オ

7
)

【
文
選

】

和

名

抄
巻

一
中

の

「
文

選

」

は
左

の
五

例

で
あ

る
。

ま

た
字

類

抄

中

に

は

「文

選
読

」
の
語

の
あ

る

こ
と
が

知

ら
れ

る
。
中

村

氏

(
1
9
8
1
)

に
も
御

論

稿

が
あ

る
。

「陽
烏

歴
天
地
脛
云
日
中
有
三
足
烏
赤
色
今
案
文
選
謂
之
陽
烏
日
本
紀

謂
之
頭
八
腿
烏

田
氏
私
記
云

く夜
太
加
良
須
ご

(圖
①

ー
オ
天
部

・
景

宿
類
)
↓

「陽
烏

〈ヤ
ウ
ソ
〉
ヤ
カ
タ
ア
ラ
ス

(
マ
マ
)

頭
八
題
烏

同
」

(天
象

・
中
黒
82
ウ

2
)
、
「凱

文
選
詩
云
回
颯
巻
高
樹
兼
名
苑

云
獺
暴
風
従
下
而
上
也
音
叛

く和
名
豆
無
之
加
世
ご

(固

①
5
オ
天
部

・

風
雪
類
)
↓

「細

〈
ヘ
ウ
〉
/
ツ
ム
シ
カ
セ

旋
風

同
」
(天
象

・

中
黒

20
オ
4
)
、

「箕

孫
価
云
鍵
雨
雪
相
雑
也
音
於
驚
反
文
選
雪
賦
師

説
曰

〈
三
曽
禮
〉
」
(団
①

6
オ
天
部

・
風
雪
類
)
↓

「霰

〈サ

ン
〉

ミ
ソ
レ

糖
細
反
雨
雪
雑
也
/
又
作
解
銀
丸

垂

同

雨
雪

同
」
(天

象

・
下
黒
60
ウ

4
)
、
「泊
渤

唐
韻
云
淺
水
貌
也
白
柏
二
音
文
選
師
説

へ左

々
良
奈
三
〉
」

(団
①

14
オ

・
水
部

・
水
泉
類
)
↓

「泊
湘

〈
バ

ク

バ
ク
〉
サ

、
ラ
ナ

シ
」
(地
儀

・
下
42
ウ
ー
)
、
「潟

文
選
海
賦
云
海

漠
廣
潟
思
積
反
與
昔
同
師
説

〈加
太
〉
」
(圖
①
18
オ

・
水
部

・
涯
岸
類
)

↓

「潟

〈セ
キ
〉
カ
タ
」
(地
儀

・
上

9ー
ウ
2
)

【
或

人

】

②

「薪

纂
要
云
火
木
日
薪

〈音
新
和
名
多
岐

々
〉
」
(和
名
抄
圖
⑫
13
オ

燈
火
部

・
燈
火
具
)

和
名

抄

、

図
書

寮

本

名

義
抄

に

「
ミ
カ

マ
キ
」

訓

は
な

い
。

字

類

抄

に
は

別

に

「
タ

キ
ヽ

」
が

立
項

さ

れ

る
。

[
注
]

12

『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』

(中
田
祝
夫

・
峰
・岸
明
編
/
風
間

書
房
/
1
9
7
7)
所
収
解
説
編

「七

辞
書
史
上
に
お
け
る
意
義

(
本
書
の

性
格
/
そ
の
先
躍
/
そ
の
影
響
こ

よ
り
引
用
。
同
様
の
内
容
は
峰
岸

(
1
9
6
4

)

に
初
出
。

一
部

の
漢
籍
の
典
拠
に

つ
い
て
は
佐
藤
喜
代
治
氏
に
御
論
稿

・
御
著
書
が

あ
る

(「色
葉
字
類
抄
考
証
」
『
「色
葉
字
類
抄
」
略
注
』)
。
ま
た
七
巻
本

『
世

俗
字
類
抄
』
の
出
典
に
つ
い
て
は
三
宅
ち
ぐ
さ
氏

(
1
9
7
8

)
に
御
論
稿
が
あ

る
。
ま
た

『
伴
信
友
校
蔵
書
第
六
四

『色
葉
字
類
砂

〈抜
葦
〉
』
(書
入
本
)
」
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11

(京
都
大
学
蔵
写
本
、
抄
出
内
容
は

一
〇
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄
)
第

一
丁
に

は
、
「引
用
ス
ル
処
ノ
皇
国
古
書
」
名
が

一
部
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

峰
岸
氏
は
前
田
本

の
存
す
る
部
分
に
限
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
前
田
本
の

欠
け
る
部
分
は
黒
川
本
を
以
て
補
い
再
調
査
し
た
。
ま
た
書
名
の
み
で
な
く

「或
説
」
「或
人
」
な
ど
も
採

っ
た

(た
だ
し
単
に

『或
」
と
あ
る
も
の
は

採
ら
な
か

っ
た
〉
。
黒
川
本
に
は

「私

日
-
」
な
ど
と
し
て
私
説
が
追
加
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
、
特
に
出
典
注
記
の
認
定
に
は
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
所
在
の
巻
数
下
に

「黒
」
を
付
す

こ
と
で
判
断
の

一
助
と
し
た
い
。

一
例

の
み
の
出
典
で
未
考
の
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
像
を
示
す
た
め
に

一
覧

に
残
し
た
。

和
名
抄
に
見
え
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
特
に
注
記
し
な
い
。

高
橋
宏
幸

「
「
マ
グ

ル
」
考
ー

「卒
死
」
の
訓
読
1
」
(
「語
学
文
学
」
15
/
1
9
7
7
)

前
田
本
の
欠
損
部
分
を
黒
川
本
で
補

っ
た
。

音
読
と
訓
読

の
両
者
が
示
さ
れ
か

つ
そ

の
頭
音
が
同
じ
揚
合
、
訓
読
語
に

数
え
た
。
ま
た
54
雌
黄
の
和
名
抄
注
文
内
に

二

名
金
液
」
と
あ
る
55
金
液

(
シ
篇
)
は
音
読
語
と
し
て
一
語
に
数
え
た
。

中
田

・
峰
岸

(
1
9
7
7

)
解
説
三
九
頁
。

〈表

2
-
2
>

ア

・
ツ

・
コ
篇
参
照
。
管
見
に
入

っ
た

一
〇
巻
本

・
二
〇
巻

本

の
諸
本
で
も
同
様

の
傾
向
で
あ
る
。

和
名
抄

の
★
は
和
訓
を
伴
わ
な

い
も
の
、
字
類
抄
の
★
は
音
読
語
と
し

て

立
項
さ
れ
た
も
の
を
示
す
。

「葉
」
を
含
む
熟
語
は

「竹
葉
、
椿
葉
、
落
葉
、
杏
葉
」
ほ
か
、
字
類
抄

に
も
少
な

か
ら
ず
見
え
る
が
、

「黄
葉

モ
ミ
チ
」
の
よ
う
な
熟
字
訓
を
除

121314

け
ば
基
本
的
に
は
音
読
み
で
採
ら
れ
て
お
り
、

「i
ノ

ハ
」
の
よ
う
な
複
合

和
訓
は
見
え
な
い
。
筆
者

は
以
前
修
士
論
文
中
に
字
類
抄
語
彙
と
歌
語
辞
書

収
録
語
彙
と
の
比
較
を
行
い
、
「動
植
物
名

・
地
名

・
熟
字
訓
を
除
き
、
「白

露
」
「千
代
」

「雲
井
」
「
玉
緒
」
な
ど

の
歌
語
が
字
類
抄
に
摂
取
さ
れ
ず
、

さ
ら
に
単
字
に
分
解
し
た
際
に
そ
れ
ぞ
れ

の
字
の
読
み
や
意
味
が
保
た
れ
て

い
る
熟
語

(「春
風
」
「谷
川
」
等
)
は
、
熟
語
の
形
で
は
収
録
さ
れ
な

い
」

傾
向
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
単
・字
の
組
み
合
わ
せ
で
無
限
に
広
が
る
熟
語
の

採
集
を
制
限
す
る
と
同
時
に
、
読
み
か
ら
漢
字
を
索
め
る
目
的
に
は
単
字

で

の
収
録
で
十
分
な
た
め
と
推
測
で
き
る
。
無
論
、
漢
字
表
記
語
を
収
録
す
る

字
類
抄
と
仮
名
書
き
が
主
で
あ
る
歌
語
で
は
語
位
相
が
異
な
る
の
で
あ
る

が
。

A

「櫟
椋
」
に
関
し
て
は
峰
岸

(
1
9
6
4

)

の
脚
注
に
言
及
が
あ
る
。

字
類
抄
編
者
の
創
意
に
拠
る
も

の
か
、
別
の
引
用
書
が
在

る
の
か
は
ま
た

別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
基
本
的
な
語
彙
は
、
見
出
し
語
の

一

致
の
み
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
特
定
の
辞
書
を
引
用
し
た
と
は
言
え
ず
、
注
文

の

蝋
致
や
特
殊
な
熟
語
の
掲
出
も
含
ん
だ
調
査

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

先
行
辞
書
類
と

『
本
草
和
名
』
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
先
行
研
究
は
よ
く

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
字
類
抄
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
も

の
は
未
だ
見
な
い
。
筆
者
が
字
類
抄
植
物
部
語
彙
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、
①

『本
草
和
名
』
に
あ
り
和
名
抄
に
な

い
も
の
②

『
本
草
和
名
』
に
な
く
和
名

抄
に
あ
る
も
の
③
ど
ち
ら
に
も
あ
る
も
の
④
ど
ち
ら
に
も
な
い
も
の
が
混
在

し
て
お
り
、
さ
ら
に
①
～
③
の
語
の
字
類
抄
中
の
排
列
が
特
に
原
書

の
排
列

を
保
存
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

い
場
合
が
多
か

っ
た
。
字
類
抄

の
引
用
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態
度
の
間
題
と
し
て
改
め
て
綿
密
な
調
査
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
「
い
ろ
は
字
類
抄
」
の
編
纂

に
あ
た
り
、
『
新
撰
字
鏡
』
が
直
接
参
照
さ

れ
た
可
能
性
は
ま
ず
な

い
と
考
え
ら
れ
る
」
(三
宅

這
遷
)

萩
原
氏

(
2
0
0
7

)

も

「
『東
山
往
来
』
と

『
色
葉
字
類
抄
』
と
だ
け
に
見
ら

れ
る
確
実
な
繋
が
り
を
実
証
で
き
る
語
は
、
そ
う
多
く
は
な

い
」
と
さ
れ
て

い
る
。

[参

考

文

献

]

*
諸
索
引

の
他
、
類
聚
名
義
抄

の
出
典
を
め
ぐ
る
諸
論
考
に

つ
い
て
も
参
照
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
省
略
し
た
。

上
田
萬
年

・
橋
本
進
吉

『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
(東
京
帝
國
大
學
/
1
9
1
6
)

河
村
正
夫

「伊
呂
波
字
類
抄

の
成
立
に
就

い
て
」
(
「国
学
」
4
/
1
9
3
6
)

吉
田
幸

一

「和
名
抄
引
用
書
名
索
引

(上
)
」
「同

(下

一
)
」
「同

(下
二
)
」
(
「書

誌
学
」
1
0
-
4・
1
1
-
1・
1
1
-
5
/
1
9
3
8
)

川
瀬

一
馬

『
古
辞
書
の
研
究
』

(大

日
本
雄
緋
會
講
談
社
/
1
9
5
5、
増
訂
再
版
.

雄
松
堂
出
版
/
1
9
8
6
)

築
島
裕

「訓
読
史
上
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」

(「国
語
学
」
37
/
1
9
5
9
)

峰
岸
明

「前

田
本
色
葉
字
類
抄
と
和
名
類
聚
抄
と
の
関
係

に
つ
い
て
」
(
「国
語

と
国
文
学
」

41
-
10
/
1
9
6
4
)

吉
田
金
彦

「詩
苑
韻
集

の
部
類
立

て
と
色
葉
字
類
抄
」

(『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』

/
三
省
堂
/
1
9
6
7
)

浜
田
敦

「和
名
類
聚
抄
」
(『本
邦
辞
書
史
論
叢
』
/
三
省
堂
/
1
9
6
7
)

若
杉
哲
男

「世
俗
字
類
抄

・
節
用
文
字
か
ら
色
葉
字
類
抄

へ
」

(『
本
邦
辞
書
史

論
叢
』
/
三
省
堂
/
1
9
6
7
)

築
島
裕

「和
訓
の
伝
流
」
(国
語
学
82
/
1
9
7
0
)

中
田
祝
夫

・
峰
岸
明
編

『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
(風
間
書
房
/

1
9
7
7

)

三
宅
ち
ぐ
さ

「七
巻
本

『
世
俗
字
類
抄
』

に
み
ら
れ
る
出
典
注
記
」

(
「岡
大
国

文
論
稿
」
6
/
1
9
7
8
)

中
村
宗
彦

「『
色
葉
字
類
抄
』
補
訂
試
稿
ー
文
選
出
典
訓
を
中
心
に
ー

」
(「
大
谷

女
子
大
国
文
」
11
/
1
9
8
1
)

村

田
正
英

「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
聚
抄
和
訓

の
受
容

「
(『
鎌

倉
時
代
語
研
究
』

5
/
武
蔵
野
書
院
/
1
9
8
2
)

原
卓
志

「色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
掲
出
語
の
増
補
に

つ
い
て
ー
和
名
類
聚
抄
と

の
比
較
を
通
し
て
ー
」
(
「国
文
学
孜
」
97
/
1
9
8
3
)

杉
本

つ
と
む

「和
名
類
聚
抄

の
問
題
点
」
(『
和
名
抄

の
新
研
究
』
/
桜
楓
社
/

1
9
8
4

)

村

田
正
英

「色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
聚
抄
掲
出
語
の
受
容
-
特
に

「人

体
」
部
に
つ
い
て
ー
」
(『鎌
倉
時
代
語
研
究
』
7
/
武
蔵
野
書
院
/
1
8
8
4)

原
卓
志

「色
葉
字
類
抄
に
お
け

る
類
書

の
受
容
」

(
「広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
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44
/
1
9
8
4
)

原
卓
志

「色
葉
字
類
抄

に
お
け
る
和
訓
の
増
補
と
そ
の
表
記
形
態
」
(
「国
文
学

　

放
」

10
/
1
9
8
4
)

佐
佐
木
隆

「
「類
聚
名
義
抄
」
「色
葉
字
類
抄
」
所
引

の

「和
名
類
聚
抄
」
」
(「
国

語
と
国
文
学
」

61
-
9
/
1
9
8
4
)

三
宅
ち
ぐ
さ

「
「
い
ろ
は
字
類
抄

」
と

『
和
名
類
聚
抄
』
」
(
「東
海
学
園
女
子
短

期
大
学
紀
要
」
22
/
1
9
8
7
)

佐
藤
喜
代
治

「
『本
朝
文
粋
』
の
和
訓
1

『
色
葉
字
類
抄
』
と
の
関
連
に
お
い
て
」

　

(
「文

芸
研
究

(東
北
大
学
)」

12
/
1
9
8
9
)

宮
沢
俊
雅

「倭
名
類
聚
抄
諸
本

の
出
典
に

つ
い
て
」
(
「北
海
道
大
学
文
学
部
紀

要
」
45
-2
/
1
9
9
7
)

三
宅
ち
ぐ
さ

「
「
い
ろ
は
字
類
抄
」
と

『
新
撰
字
鏡
』
の
関
わ
り
1
重
点

・
畳
字

(連
字
)
の
揚
合
1

」
(「就
実
語
文
」
20
/
1
9
9
9
)

山
本
秀
人

「改
編
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
さ
れ
た
和
訓
の
色
葉
字
類
抄

と
の
関
係
に
つ
い
て
」
(
「高
知
大
国
文
」

31
/
2
0
0
0
)

三
宅
ち
ぐ
さ

「
「
い
ろ
は
字
類
抄
』
と

『
新
撰
字
鏡
』
の
関
わ
り
1
臨
時
雑
要
字

の
場
合
ー
」
(
「高
野
山
大
学
国
語
国
文
」
23
-
26
/
2
0
0
1
）

井
上
亘

「古
代
の
学
問
と

「
類
聚
」
ー
宇
多
天
皇
震
筆

『
周
易
抄
』
を
め
ぐ

っ

て
」
(『
日
本
律
令
制
の
展
開
』
/
吉
川
弘
文
館
/
2
0
0
3
)

大
槻
信

「辞
書
と
材
料
-
和
訓
の
収
集
」

(『
日
本
学

・
敦
燵
学

・
漢
文
訓
読
の

新
展
開
』
/
汲
古

書
院

/
2
0
0
5)

萩
原
義
雄

「『
色
葉
字
類
抄
』
が
典
拠
と
し
た
往
来
物
ー

『
東
山
往
来
』
の
語
彙

を
中
心
に
比
較
検
証
」
(
「駒
沢
日
本
文
化
」
1
/
2
0
0
7
)

舩
城
俊
太
郎

「白
氏
文
集
と
色
葉
字
類
抄
」
(
「人
文
科
学
研
究
」

12
/
2
0
0
7)

舩
城
俊
太
郎

「三
巻
本
色
葉
字
類
抄

に
見
い
だ
さ
れ
る
唐
時
代
の
白
話
語
の
熟

語
-
白

氏
文

集

か
ら

の
そ
れ
を

中
心

に
し

て
」
(「人
文

科
学

研
究

」
12
5/
2
0
0
9)

[付
記
]

・
本
稿
は
、
訓
点
語
学
会
第

一
〇
五
回
研
究
発
表
会

(
二
〇

一
一
年

一
〇
月

一
六
日
、
於
東
京
大
学
山
上
会
館
)
の
発
表
原
稿
の
一
部

に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
本
稿
で
は
、
原
文
引
用
の
際
に
、

【
部
通
行
字
に
改
め
た
場
合
が

あ
る
。

・
本
研
究
は
、
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(特
別
研
究
員

奨
励
費
/

「色
葉
字
類
抄
」
を
中
心
と
す
る
国
語
辞
書
史
研
究
〉

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(ふ
じ
も
と

あ
か
り

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

.
P
D
)

一20一

 

○


